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講演会

目取真俊（小説家）

５月 20 日 （金）

目取真俊 （めどるま ・ しゅん）
1960 年沖縄生まれ。 小説家。

「水滴」 で第 117 回芥川賞受賞

著書に 『眼の奥の森』 『虹の鳥』 『平和通りと

名付けられた街を歩い』『群蝶の木』『魂込め（ま

ぶいぐみ』 『風音』 『水滴』 『沖縄 「戦後」 ゼロ

年』 『沖縄　地を読む時を見る』 などがある。

主催 ：神奈川大学人文学研究所／問い合わせ ： 045-481-5661 （内線 ： 4309、 後田多）

入場無料

会場 ： ３号館 307 号室
時間 ： 16:20 ～ 17:50

いま沖縄の辺野古で何が起きているのか。 日

本政府は、 辺野古で何をしているのか。 市民

の一人として新基地建設反対運動の現場にい

る小説家の目取真俊氏から、 体験したことも含

めて現状を報告してもらいます。

また、 辺野古で目取真氏が感じたこと、 考えた

ことも具体的に語ってもらいます。


